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３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
告
に
計
算
違
い
、
誤
記
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
明
白
な
誤
り
が
あ
る
と
き
は
、
国

税
局
長
又
は
税
務
署
長
は
、
犯
則
者
が
当
該
通
告
の
旨
を
履
行
し
、
又
は
前
項
若
し
く
は
次
条
の
規
定
に
よ
り
告

発
す
る
ま
で
の
間
、
職
権
で
、
当
該
通
告
を
更
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
告
が
あ
つ
た
と
き
は
、
公
訴
の
時
効
は
、
そ
の
進
行
を
停
止
し
、
犯
則
者
が
当
該
通

告
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
時
か
ら
そ
の
進
行
を
始
め
る
。

５

犯
則
者
は
、
第
一
項
の
通
告
の
旨
（
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該
更
正
後
の
通
告

の
旨
。
次
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
履
行
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
同
一
事
件
に
つ
い
て
公
訴
を

提
起
さ
れ
な
い
。

６

犯
則
者
は
、
第
一
項
後
段
の
通
告
の
旨
を
履
行
し
た
場
合
に
お
い
て
、
没
収
に
該
当
す
る
物
件
を
所
持
す
る
と

き
は
、
公
売
そ
の
他
の
必
要
な
処
分
が
さ
れ
る
ま
で
、
こ
れ
を
保
管
す
る
義
務
を
負
う
。
た
だ
し
、
そ
の
保
管
に

要
す
る
費
用
は
、
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
間
接
国
税
に
関
す
る
犯
則
事
件
に
つ
い
て
の
通
告
処
分
の
不
履
行
）

第
百
五
十
八
条

犯
則
者
が
前
条
第
一
項
の
通
告
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
当
該

更
正
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
通
告
等
」
と
い
う
。）を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
通
告
等
を
受
け
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
以
内
に
当
該
通
告
の
旨
を
履
行
し
な
い
と
き
は
、
国
税
局
長
又
は
税
務
署
長
は
、
検

察
官
に
告
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
を
経
過
し
て
も
告
発
前
に
履
行
し
た
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

２

犯
則
者
の
居
所
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
若
し
く
は
犯
則
者
が
通
告
等
に
係
る
書
類
の
受
領
を
拒
ん
だ
た
め
、

又
は
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
通
告
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
も
、
前
項
と
同
様
と
す
る
。

（
検
察
官
へ
の
引
継
ぎ
）

第
百
五
十
九
条

間
接
国
税
に
関
す
る
犯
則
事
件
は
、
第
百
五
十
六
条
第
一
項
た
だ
し
書
（
間
接
国
税
に
関
す
る
犯

則
事
件
に
つ
い
て
の
報
告
等
）
の
規
定
に
よ
る
国
税
局
若
し
く
は
税
務
署
の
当
該
職
員
の
告
発
、
同
条
第
二
項
た

だ
し
書
の
規
定
に
よ
る
国
税
庁
の
当
該
職
員
の
告
発
又
は
第
百
五
十
七
条
第
二
項
（
間
接
国
税
に
関
す
る
犯
則
事

件
に
つ
い
て
の
通
告
処
分
等
）
若
し
く
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
国
税
局
長
若
し
く
は
税
務
署
長
の
告
発
を
待
つ
て

論
ず
る
。

２

第
百
五
十
五
条
（
間
接
国
税
以
外
の
国
税
に
関
す
る
犯
則
事
件
等
に
つ
い
て
の
告
発
）
の
規
定
に
よ
る
告
発
又

は
前
項
の
告
発
は
、
書
面
を
も
つ
て
行
い
、
第
百
五
十
二
条
各
項
（
調
書
の
作
成
）に
規
定
す
る
調
書
を
添
付
し
、

領
置
物
件
、
差
押
物
件
又
は
記
録
命
令
付
差
押
物
件
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
領
置
目
録
、
差
押
目
録
又
は
記
録

命
令
付
差
押
目
録
と
と
も
に
検
察
官
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
の
領
置
物
件
、
差
押
物
件
又
は
記
録
命
令
付
差
押
物
件
が
第
百
四
十
四
条
第
一
項（
領
置
物
件
等
の
処
置
）

の
規
定
に
よ
る
保
管
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
の
保
管
証
を
も
つ
て
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、

そ
の
旨
を
同
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
物
件
を
保
管
さ
せ
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
領
置
物
件
、
差
押
物
件
又
は
記
録
命
令
付
差
押
物
件
が
引
き
継
が
れ
た
と
き
は
、
当
該

物
件
は
、
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
規
定
に
よ
り
検
察
官
に
よ
つ
て
押
収
さ
れ
た

も
の
と
み
な
す
。

５

第
一
項
の
告
発
は
、
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
犯
則
の
心
証
を
得
な
い
場
合
の
通
知
等
）

第
百
六
十
条

国
税
局
長
又
は
税
務
署
長
は
、
間
接
国
税
に
関
す
る
犯
則
事
件
を
調
査
し
、
犯
則
の
心
証
を
得
な
い

場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
旨
を
犯
則
嫌
疑
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
物
件
の
領

置
、
差
押
え
又
は
記
録
命
令
付
差
押
え
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
解
除
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
税
徴
収
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

国
税
徴
収
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
七
号
中
「
無
限
責
任
社
員
等
」
を
「
合
名
会
社
等
の
社
員
等
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
見
出
し
中
「
無
限
責
任
社
員
」
を
「
合
名
会
社
等
の
社
員
」
に
改
め
、
同
条
中「
又
は
合
資
会
社
」

を
「
若
し
く
は
合
資
会
社
又
は
税
理
士
法
人
、
弁
護
士
法
人
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
、
監
査
法
人
、
特
許
業
務

法
人
、
司
法
書
士
法
人
、行
政
書
士
法
人
、社
会
保
険
労
務
士
法
人
若
し
く
は
土
地
家
屋
調
査
士
法
人
」に
改
め
、「（
合

資
会
社
」
の
下
に
「
及
び
監
査
法
人
」
を
加
え
る
。

第
九
十
七
条
中
「
。
以
下
同
じ
」
を
削
る
。

第
百
四
十
四
条
中
「
立
会
」
を
「
立
会
い
」
に
、「
市
町
村
長
の
補
助
機
関
で
あ
る
」
を
「
地
方
公
共
団
体
の
」
に

改
め
る
。

第
百
五
十
九
条
の
見
出
し
を「（
保
全
差
押
え
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
免
か
れ
」
を
「
免
れ
」
に
、「
基
き
、

国
税
犯
則
取
締
法
（
明
治
三
十
三
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
規
定
に
よ
る
差
押
」
を
「
基
づ
き
、
国
税
通
則
法
第
十

一
章
（
犯
則
事
件
の
調
査
及
び
処
分
）
の
規
定
に
よ
る
差
押
え
、
記
録
命
令
付
差
押
え
」
に
、「
差
し
押
え
る
」を「
差

し
押
さ
え
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
そ
の
差
押
」
を
「
そ
の
差
押
え
」
に
改
め
、同
条
第
五
項
中「
差
押
を
、」

を
「
差
押
え
を
、」に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
差
押
」
を
「
差
押
え
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
差

押
」
を
「
差
押
え
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
差
し
押
え
た
」
を
「
差
し
押
さ
え
た
」
に
、「
差
押
」
を「
差
押
え
」

に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
差
し
押
え
る
べ
き
」
を
「
差
し
押
さ
え
る
べ
き
」
に
、「
差
押
」
を
「
差
押
え
」に
改
め
、

同
条
第
十
項
中
「
差
し
押
え
た
」
を
「
差
し
押
さ
え
た
」
に
、「
差
押
」
を
「
差
押
え
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中

「
そ
の
差
押
」
を
「
そ
の
差
押
え
」
に
、「
責
に
」
を
「
責
め
に
」
に
改
め
る
。

（
国
税
犯
則
取
締
法
の
廃
止
）

第
十
条

国
税
犯
則
取
締
法
（
明
治
三
十
三
年
法
律
第
六
十
七
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四

十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
い
う
」
の
下
に
「
。
第
十
条
の
三
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、「
第
十
条
の
二
、」を
削
る
。

第
十
条
の
二
中
「
収
税
官
吏
」
を
「
国
税
庁
、
国
税
局
又
は
税
務
署
の
当
該
職
員
」
に
改
め
、「
必
要
な
情
報
」
の

下
に「（
以
下
こ
の
条
、
次
条
第
一
項
及
び
第
十
条
の
三
の
三
に
お
い
て
「
必
要
犯
則
情
報
」と
い
う
。）」を
加
え
、「
当

該
情
報
」
を
「
当
該
必
要
犯
則
情
報
」
に
、「
に
対
す
る
質
問
、
そ
の
者
の
事
業
に
関
す
る
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件

の
検
査
又
は
こ
れ
ら
の
者
が
任
意
に
提
出
し
た
物
の
領
置
を
す
る
」
を「（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て

「
提
供
対
象
者
」
と
い
う
。）に
対
し
て
出
頭
を
求
め
、
提
供
対
象
者
に
対
し
て
質
問
し
、
提
供
対
象
者
が
所
持
し
、

若
し
く
は
置
き
去
つ
た
物
件
を
検
査
し
、
又
は
提
供
対
象
者
が
任
意
に
提
出
し
、
若
し
く
は
置
き
去
つ
た
物
件
を
領

置
す
る
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
三
の
見
出
し
中
「
差
押
え
」
を
「
差
押
え
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
収
税
官
吏
」
を「
国
税
庁
、

国
税
局
又
は
税
務
署
の
当
該
職
員
」
に
、「
同
条
に
規
定
す
る
情
報
」
を
「
必
要
犯
則
情
報
」に
、「
捜
索
又
は
差
押
え
」

を
「
提
供
対
象
者
の
身
体
、
物
件
若
し
く
は
住
居
そ
の
他
の
場
所
の
捜
索
、
第
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
当
該
必
要

犯
則
情
報
の
提
供
を
行
う
た
め
に
必
要
な
物
件
と
思
料
す
る
も
の
の
差
押
え
又
は
記
録
命
令
付
差
押
え
（
電
磁
的
記

録
を
保
管
す
る
者
そ
の
他
電
磁
的
記
録
を
利
用
す
る
権
限
を
有
す
る
者
に
命
じ
て
必
要
な
電
磁
的
記
録
を
記
録
媒
体

に
記
録
さ
せ
、
又
は
印
刷
さ
せ
た
上
、
当
該
記
録
媒
体
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
を
い
う
。
第
五
項
及
び
第
十
条
の
四

に
お
い
て
同
じ
。）」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
提
供
対
象
者
が
当
該
犯
則
事
件
の
犯
則
嫌
疑
者
以
外
の
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
提
供
対
象
者
の

身
体
、
物
件
又
は
住
居
そ
の
他
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
差
し
押
さ
え
る
べ
き
物
件
の
存
在
を
認
め
る
に
足
り
る
状

況
の
あ
る
場
合
に
限
り
、
捜
索
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
の
三
第
二
項
中
「
急
速
」
を
「
、
急
速
」
に
、「
収
税
官
吏
」
を
「
国
税
庁
、
国
税
局
又
は
税
務
署
の
当
該

職
員
」
に
改
め
、「
臨
検
す
べ
き
」
の
下
に
「
物
件
若
し
く
は
」
を
加
え
、「
場
所
、
身
体
若
し
く
は
物
件
又
は
」を「
身

体
、
物
件
若
し
く
は
場
所
、」に
、「
物
件
の
」
を
「
物
件
又
は
電
磁
的
記
録
を
記
録
さ
せ
、
若
し
く
は
印
刷
さ
せ
る
べ

き
者
の
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
収
税
官
吏
」
を
「
国
税
庁
、国
税
局
又
は
税
務
署
の
当
該
職
員
」に
改
め
、「
こ

の
条
」
の
下
に
「
及
び
次
条
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
臨
検
す
べ
き
」
を
「
相
手
国
等
の
犯
則
事
件
の
犯
則
嫌

疑
者
の
氏
名
（
法
人
（
人
格
の
な
い
社
団
等
を
含
む
。
第
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
は
、
名
称
）、

罪
名
並
び
に
臨
検
す
べ
き
物
件
若
し
く
は
」
に
、「
場
所
、
身
体
若
し
く
は
物
件
又
は
」
を
「
身
体
、
物
件
若
し
く
は

場
所
、」に
、「
物
件
並
び
に
」
を
「
物
件
又
は
記
録
さ
せ
、
若
し
く
は
印
刷
さ
せ
る
べ
き
電
磁
的
記
録
及
び
こ
れ
を
記

録
さ
せ
、
若
し
く
は
印
刷
さ
せ
る
べ
き
者
並
び
に
」
に
、「
官
職
及
び
氏
名
」
を
「
官
職
氏
名
」に
、「
年
月
日
並
び
に
」

を
「
年
月
日
及
び
」
に
、「
収
税
官
吏
」
を
「
国
税
庁
、
国
税
局
又
は
税
務
署
の
当
該
職
員
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を

削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
収
税
官
吏
」
を
「
国
税
庁
、
国
税
局
又
は
税
務
署
の
当
該
職
員
」
に
、「
又
は
差
押
え
」
を

「
、
差
押
え
又
は
記
録
命
令
付
差
押
え
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。
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